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島

良
彦

平
成
二
十
五
年
、
巳
年
の
新
年
を
迎
え
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
き
年
に
な

り
ま
す
よ
う
、
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
連
合
中
越
は
日
本
一
の
地
協
活
動
を
め
ざ
し
、
労
働
者
の
生
活
と
地
位

向
上
、
福
祉
の
充
実
の
為
、
様
々
な
課
題
・
運
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
か
地
協
活
動
が
労
働
組
合
活
動
の
一
助
に
な
り
ま
す
よ
う
積
極
的
な
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
「
復
興
再
生
に
全
力
を
尽
く
し
、
働
く
こ
と
を
軸

と
す
る
安
心
社
会
」
に
つ
な
げ
、
運
動
へ
の
「
参
加
」
と
組
織
の
「
拡
大
」
を
め

ざ
し
、
地
域
に
根
差
し
た
顔
の
見
え
る
連
合
運
動
、
地
域
の
拠
り
所
と
し
て
の
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
、
生
き
心
地
の
良
い
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て
の

パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

労
働
運
動
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
組
織
の
活
動
は
、

傘
下
の
組
合
員
の
生
活
向
上
に
直
結
し
た
活
動
で
あ
り
、
地
協
活
動
は
、
働
く
事

を
軸
と
し
て
地
域
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
、
組
織
さ
れ
た
組
合
員
だ
け
で
な
く
全

て
の
労
働
者
の
福
祉
向
上
を
め
ざ
す
こ
と
が
原
点
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

様
々
な
地
域
活
動
に
関
わ
り
を
持
っ
て
頂
く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
方
で
、
連
合
が
掲
げ
る
二
年
間
の
運
動
方
針
を
こ
の
一
年
間
ど
う
実
践
し
て

き
た
か
を
振
り
返
り
、
向
こ
う
一
年
間
の
活
動
を
議
論
・
確
認
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

ま
ず
震
災
か
ら
の
復
興
再
生
で
す
が
、
決
し
て
こ
の
震
災
か
ら
得
た
教
訓
を
風

化
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
、
な
お
多
く
の
被
災
者
が
生
業
や
雇
用
の
場
を

失
っ
て
生
活
基
盤
を
揺
る
が
さ
れ
、
今
も
三
〇
万
人
を
超
え
る
人
達
が
仮
住
ま
い

を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

個
人
と
し
組
織
と
し
て
被
災
地
を
支
援
す
る
活
動
を
模
索
し
続
け
て
行
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

次
に
、
新
た
な
社
会
・
経
済
モ
デ
ル
の
構
築
に
つ
い
て
、
私
達
は
働
く
事
を
軸

と
す
る
安
心
社
会
を
目
指
す
べ
き
社
会
像
と
し
て
掲
げ
て
運
動
を
展
開
し
て
来
ま

し
た
。
今
年
度
は
更
に
安
心
社
会
を
支
え
る
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
再
構
築
す
べ
き

で
あ
り
、
対
話
活
動
を
強
化
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

三
点
目
は
労
働
運
動
の
社
会
化
に
つ
い
て
で
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
組
織
の

力
は
数
に
下
支
え
さ
れ
た
運
動
量
の
総
体
で
す
。
多
種
多
様
な
仲
間
の
結
集
が
社

会
の
公
器
た
る
労
働
運
動
の
社
会
的
役
割
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
集
団

的
労
使
関
係
（
つ
ま
り
労
働
組
合
組
織
）
が
社
会
に
不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ

り
、
そ
の
拡
大
は
組
織
さ
れ
た
私
達
労
働
組
合
の
責
任
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
連
合
方
針
で
掲
げ
ら
れ
た
一
千
万
連
合
実
現
に
向
け
て

微
力
な
が
ら
連
携
強
化
を
確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
さ
ら
に
中
越
管
内
に
地
協
の
運
動
を
浸
透
さ
せ
て
い
き
、
組
合
員
の

負
託
に
応
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
正
義
・
公
平
公
正
な
社
会
づ
く
り
に
ま

い
進
し
、
地
域
の
労
働
運
動
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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新春を迎え、謹んで新年のお慶びを申し上げます。

平成２４年はオリンピックイヤーでした。ロンドンで繰り広げられたス

ポーツの祭典を通じて、仲間と支え合い協力して、諦めず最後まで戦い抜

く精神に感銘を受けた年でありました。市内でも、野球のリトルシニア日

本代表として世界大会で準優勝し、世界のベストナインにも輝いた星兼太

くんや、サッカーＵ―18日本代表に選ばれ、Ｊ１アルビレックス新潟入り

が内定している小塚和希くんなど、見附から世界での活躍が期待できる若

者の出現を、うれしく感じた年でもありました。

また昨年は、見附市が新たにチャレンジした取り組みに注目が集まった一年となったように思います。まずは重点施策として掲げる

「スマートウエルネスみつけ」の推進のために「健幸基本条例」と「歩こう条例」を施行するなど、市民一人ひとりの健幸の実現、さ

らには日本一健幸なまちづくりに向けて、大きく一歩踏み出しました。こうした「健幸」を実現するためのさまざまな取り組みは、健

幸なまちづくりをリードする見附ならではのものといえます。また「マイ・ライフ・ノート」は、話題のエンディングノートに「健

幸」の考え方をプラスしたもので、自治体として、このようなノートを全世帯に配布したことは例がないことから大きな反響がありま

した。

他にも、遊水地や田んぼダムをはじめとした防災・減災対策や、微生物を使った生ごみ処理の取り組みで、国内のみならず世界各国

からの視察がありました。また、開園４年目を迎えたみつけイングリッシュガーデンも、昨年は過去最高の１３万５千人以上の方が訪

れ、新潟の観光名所の一つとして認知されるまでになりました。注目されたこれらの取り組みは、全て市民の方々の協力なしでは語れ

るものではありません。市民と行政の協働のまちづくりがかたちとなり、多くの方から評価されたことを大変誇りに思っております。

今年の秋には、道の駅「パティオにいがた」がオープンする予定です。市民交流や健幸なまちづくりの推進、地域農業と地元商店街

の活性化の促進、さらに防災機能を備えた拠点としての複合施設が、刈谷田川河川改修によって生まれた埋め立て地に完成いたしま

す。スマートウエルネスみつけや防災、または観光の観点で、この施設に寄せる期待は大きいことから、今後も市民力や地域力が必ず

重要になると思います。今年も市民の皆さんとともに汗を流し、より魅力あるまちづくりを進めてまいりたいと考えておりますので、

ご支援をお願い申し上げます。

最後に、本年が市民の皆さまにとりまして、幸多い年であることを心よりお祈り申し上げ、新春を迎えてのごあいさつとさせていた

だきます。 

新年のごあいさつ

見附市長 久住 時男

明けましておめでとうございます。謹んで新年のお慶びを申し上げ

ます。

昨年４月にオープンしたシティホールプラザ｢アオーレ長岡｣は、

フィギュアスケートショー、結婚式、保育園の遠足など、みなさんの

自由な発想で生まれた活動が展開され、市民と行政とが想いを語り合

う場に成長しています。全国からの視察ラッシュが続いているアオー

レ長岡をみなさんの知恵と行動力でさらに大きく育ててください。

安心・安定した生活こそ市民力の源です。地域経済をしっかり支え

るとともに、すべての市民が安心して生活できるようにきめ細かい福祉社会を構築することが、長岡市が発展する要です。経済政策、

福祉政策をさらに充実させます。

長年完成が待ち望まれてきた長岡東西道路は、橋の名称も｢フェニックス大橋｣に決まり、今年中に開通する見込みとなりました。こ

れにより、長岡市の東部と西部とがより一層有機的に結ばれることとなります。

電力を生成し、ごみ処理経費の削減、低炭素社会を実現する｢生ごみバイオガス化施設｣は、いよいよ７月に稼働します。国内の自治

体最大規模の施設です。東南アジアを視野に入れたモデルとして注目を浴びることでしょう。

さらに、国内生産量の約４割を占める天然ガスや再生可能エネルギーなどを組み合わせ代替エネルギー活用のモデル都市を目指しま

す。また、中越大震災など数々の災害で全国からいただいた多くの支援へのご恩返しとして、東北の復興に引き続き大きな役割を果た

していきます。

守門岳から日本海まで広がる各地域が団結することにより、長岡の魅力を一層高めてまいりましょう。そして、市民、特に子どもた

ちが全国どこに行っても胸を張って自慢できる故郷にするため、市民と行政とが協働しつつ、力強く前進してまいりましょう。

連合中越におかれましては、昨年５月から県のモデル事業「長岡パーソナル・サポート・センター」を開始され、各種制度を横断し

た相談と問題解決のためのコーディネートに尽力されております。さらなる相談機能の充実に期待しております。

私たちを取り巻く経済情勢をみますと、長期に及ぶデフレの状況や円高等の影響で、不透明感が増しつつあり、雇用情勢において

も、未来を担う若者の就職をはじめ、厳しい状況が続いております。本年も引き続き、産業の振興・雇用の確保など、まちの活力を一

層高める政策に取り組んでまいります。

結びに本年が、皆様にとって幸多い年となるよう心からお祈り申し上げ、年頭のあいさつといたします。 

「市民力」でさらに

  まちに活力を
長岡市長 森 民夫

新年明けまして

おめでとうございます


